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頁〉が行ったPST (Problem Situation Test）および TATによる調
査の結果明らかにされた。意識調査には，意識の深層にまでメスが届くよ
うな周到な用意が必要であろう。
「家族主義」の研究は，どちらかというといわゆる culturallag，ある
いは我妻のいう psychologicallagをえぐり出すととに主なモチーフがあ
ったように見える。少くとも結果はそうしたことになったのは，この研究
が農山村の家族をとりあげるととが多かったことによる。しかるに都市家
族をとりあげた研究者は，伝統的規範の崩壊という問題の把握に傾いた。
252 
そこから家放の解体の議論へ道が通ずるのであって，大橋薫・雀部猛利・
桑畑勇吉・田村健二らがこれに加・ったが，概説的というか理論的というか，
まだ実証の段階にまで下降していない現状である。一体，解体とは家族が
集団性を喪失してパラパラの個人になることなのか，それとも傍茅読が既
婚の乎を排除して家族構成が単純になること，パースンズの表現に従うな
らnuclearfamilyの析出 isolationであるのか，明らかでないが，とも
かくこの発想はlagの発想に対比して，戦後の家族が大きい変化を蒙りつ
つあることを強調する1二に便利であった。
家族の変動論はlagの観点から見るにしても，ないし第二の意味での解
体の観点からとりあげるにしても，ともに筆者の家族類型の（2〕直系家族
から（1）一代家族への転化を問題にする点では一つである。 そこで（2’〕
から〔2〕への変化もこれに関連して見ておきたい。すなわち，いわゆる大
家族の解体の問題であって，さきにふれたように，戦後の犬家族研究は多
かれ少なかれ（2〕直系家族への縮少を追跡している点に共還の持色が見ら
れる。縮少の事実はもとより戦前に属するが，この取土げ方自体は戦後の
ものである。白川村の大家族については福島正夫と玉城壁の研究がすぐれ
ており，南部石神の大家族の崩嬢以後を報じた有賀喜左衛門の文章は小品
ながら掬すべきものが多い。
5. 家族の動態的研究をひきおこしたほどの激しい現実の変動には，病
理学的な側面の存することを否定できない。とくに「家族の解体」という
ときには， nuclearfamilyの析出に加えてこうした側面が含まれている
が，さらにとの面を具体的かつ直接にとりあつかったのが「問題の家族」
に含められた研究である。なかでも都市家族を調査した研究者は，殆んど
例外なく問題の家族あるいは家族問題に関心を向けた。そのうち第ーは母
子世帯・女世帯・未亡人世帯の問題，第二は貧困世帯・要保護家族の問題
と分もうるが，両者は密接に関連した領域であって，関清秀・中本博道・
雀部・大橋・菜畑らの貢献がある。第三は問題児の家庭環境の調査研究で
あって，とれには社会字以外からの接近が少なくない。第ーと第二の研究
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は役所の依頼に応じて行ったものが多いようで，家族研究の有用性が発揮
された重要な領域である。
とれに関連して述べておきたいのは，老人問題の研究が近年新たに登場
したととである。家族との関連であっかわれた老人研究は，文献の数でい
えば，隠居の項の実に3分の2を占める。老人問題は寿命の延びと扶養に
関する意識の変化から必然的にもたらされた戦後的な問題であって，菜畑・
那須宗一・大道安次郎などが活発な議論を展開しているロかように，現実
の家族問題の究明を志すととは，戦後の家族社会学の顕著な特色のーっと
言えよう。
6. すでに述べたjJj~ ＇家族の動態的研究もまた戦後の家族研究の特色
のひとつであることは多言を要しないと思われる。そこには，家族構成員
の態度とか，家族の解体とか，とにかく家族を構成員個々にパラして考え
る考え方が内在した。そして，パラした上で家族員相互の関係を考察する
いわゆる関係的アプローチと，地位や役割などの概念を介して個人を家族
構造にまで積分する考え方が，手を携えて登場した。 ζれが家族の内部構
造の研究として一括される新しい領域であり，ここにも戦後の家族研究の
特色が見出される。
家族内部の人間関係としては親子関係と夫婦関係が主なものである。夫
婦関係のうち雄婚に接続するものは別項に含めたが，夫婦・親子の両関係
ともにまず，争いーテンションの関係として把握される傾きが強かった。
それは，家族意識の変化・少年非行・離婚の増加という社会の動向を反映
するものであろう。直系家族に特徴的な人間関係である嫁と姑の問題も同
じ角度からとりあげられた。しかしB期の終り頃以降，結婚の幸福度を論
じた文献があらわれたことは注目すべきであろう。親子関係・母子関係お
よびその系としての同胞関係の研究も著しく増加してきたが，これらは専
ら心理学者の貢献に属するロ社会学者の実証的研究は役割の概念、で家族構
造に接近するものであり，充分に関係そのものを問題にするに至っていな
い。問題にしたものもあるが，それらは概ね概説的理論的なレベルに低迷
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している。しかしすでに，鉄筋アパート居住の夫婦関係を調査した増田光
吉（208頁〉や，夫婦・親子の両関係を3地点で比較調査した小山グルー
プの例もある。山根常男が力説（2日6頁〕するように，家族における人間
関係の研究は今後の発展が期待される領域であろう。
7. 以上要するに，戦後の家族研究のとくに顕著な動向として次の三点
が指摘されよう。
（！）家族の「動態的研究」が著しく盛になったことo
(2) 「問題の家族」の研究も，とくに都市家族を対象として盛に行なわ
れるようになったこと。離婚・老人問題・家族のテンションの研究も
「問題の家族」と同じ線で理解できる。
(3）家族の内部構造の研究がかなり活発に行なわれるようになったが，
人間関係の究明は心理学者の研究にはるかに立ち遅れていること。
との3つの動向は，戦後の家族制度および家族関係の変動を背景に相携え
て出現し来っTこ。アメリカでは1920年代の後半以降，パーヲェスがうち出
した家族をパースナリティズの相互作用の舞台とみる見方と，オグパーン
の社会変動という概念に導かれて，離婚の統計的分析を主とした従来の研
究レベルを克服して家族研究が急速に進歩したことを，われわれは想起せ
ざるをえない。我が国における戦後の諸動向はアイディアの展開に負うよ
りはむしろ社会的背景の変貌によるものであったにしても，両国の家族研
究の閲に重要な共通点の存することを看過しえないからである。アメリカ
の学者が心理学者との提携によってすぐれた業績を挙げているように，わ
れわれもまた，心理学をはじめとする隣接科学の成果を摂取して，社会学
における家族研究を一回豊かにしなければならないであろう。
(1959. 6.23) 
E附記〕本稿は， 1959年6月28日，第7団関東社会学会大会。家族部会において行
った報告の原稿に，若干の加除を施したものである。
